
協定書にサインする土野市長（左）と飛驒森林管理署長

土野市長に受賞報告する井口さん

温かい家族の雰囲気を描いた作品
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宮
川
源
流
部
に
位
置
す
る
国
有

林
の
一
部
を
、
市
内
小
中
学
生
や

保
護
者
の
体
験
学
習
な
ど
に
開
放

す
る
協
定
が
４
月
７
日
、
市
と
同

地
内
を
管
理
す
る
飛
驒
森
林
管
理

署
と
の
間
で
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

開
放
さ
れ
た
国
有
林
は
約

１
２
４
ha
で
、
ア
カ
マ
ツ
や
ケ
ヤ

キ
な
ど
豊
か
な
森
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
協
定
の
締
結
に
よ
っ

て
、
森
林
観
察
や
源
流
探
検
、
ま

た
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
い
っ

た
森
に
親
し
む
活
動
が
気
軽
に
楽

し
め
る
こ
と
と
な
り
、
学
校
や
地

域
に
お
け
る
活
動
の
幅
が
広
が
り

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
森
の
愛
称
を
市
内
小
中

学
生
か
ら
募
集
し
た
結
果
、
関
杉

圭
吾
さ
ん（
宮
中
２
年
）の「
源
流

の
森
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。

豊
か
な
水
源
の
森
を
学
び
の
場
に
開
放
！

「
源
流
の
森
」
高
山
市
と
飛
驒
森
林
管
理
署
が
協
定
を
締
結

　

㈳
青
少
年
育
成
国
民
会
議
が
主

催
す
る「
家
庭
の
日
」絵
画
・
ポ
ス

タ
ー
展
で
、
斐
太
高
校
１
年
の
井

口
真
由
香
さ
ん（
当
時
東
山
中
３

年
）が
最
優
秀
賞
を
受
賞
、
４
月

７
日
に
は
市
長
に
喜
び
の
報
告
を

し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
同
会
議

が
進
め
る「
家
庭
の
日（
毎
月
第
３

日
曜
日
）」運
動
を
盛
り
上
げ
る
一

環
と
し
て
平
成
元
年
か
ら
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
井
口
さ
ん
の

作
品
は
、
５
千
点
あ
ま
り
の
応
募

が
あ
っ
た
県
審
査
を
経
て
、
中
学

校
代
表
の
２
点
と
し
て
全
国
会
議

へ
推
薦
、
各
県
の
代
表
作
品
45
点

中
の
最
高
位
受
賞
と
な
っ
た
も
の

で
す
。

　

県
内
中
高
生
と
し
て
は
初
の
快

挙
に「
こ
ん
な
賞
を
受
賞
で
き
る

と
思
わ
な
か
っ
た
だ
け
に
う
れ
し

い
で
す
。
作
品
の
空
の
色
を
出
す

の
に
苦
労
し
ま
し
た
」と
話
す
井

口
さ
ん
に
、
土
野
市
長
も「
こ
れ

か
ら
も
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
」と
激
励

し
ま
し
た
。

新しい国際交流員に
張
ザン

麗
リーファ

花さんが着任

●「
家
庭
の
日
」絵
画
ポ
ス
タ
ー
展

井
口
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞

「れいかさんと気軽に
声をかけてください」
と話す張麗花さん

問合先 秘書国際室
235-3130

　新しい国際交流員として張麗花さん（中国
雲南省出身）が４月10日着任しました。
　張さんは、早稲田大学などに留学した後、
雲南大学で日本語を教える准教授で、今まで
市が招致した国際交流員にも教え子がいると
のこと。着任にあたり、「地方自治を研究し
日本の文化を幅広く学び、両国の交流を深め
たい」と、流ちょうな日本語で抱負を語りま
した。
　なお、張さんが
講師を務める中国
語市民外国語講座
は 5月から開講予
定です。
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